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あまりにも無責任な人事委員会勧告！

持ち家手当廃止のみで、初任給改善等公民較差を埋める方策は一切示さず！
マイナス較差（245円）は持ち家手当引下げで、一時金改定なし、高齢層の昇給・昇格改悪

県人事委員会は10月15日、県議会議長と県知事に対して、2012年の「職員の給与等に関する報告及び給与改定に関する勧告」を行いました。

勧告のポイント
○　月例給は引下げ、期末・勤勉手当は改定なし

～平均年間給与は△3千円（△0.05％）～
・月例給の公民給与較差は△245円（△0.06％）

　・給料表の改定は見送り

・自宅に係る住居手当を廃止

　・50歳台後半層における昇給・昇格制度を改正

　・期末・勤勉手当の支給月数は、民間の支給月数と均衡し、改定の必要なし

報告及び勧告の内容
１　本年の給与改定

(1)月例給

・給料表の改定は見送り

・自宅に係る住居手当について、廃止に向けた取組みの一環として、手当額を引下げ

　公民の給与比較

	職員の給与(A)
	民間の給与(B)
	（B）－（A）

	409,654円
	409,409円
	△245円(△0.06％)


※管理職手当減額措置後の職員の給与（行政職員）は、409,149円であり、これをもとに民間従業員の給与と比べると、民間の従業員の給与が260円（0.06％）上回っている。

(2) 期末・勤勉手当（ボーナス）

・職員の期末・勤勉手当の支給月数は、民間の特別級の支給月数と均衡がとれていることから、改定の必要なし

	職員の支給月数(A)
	民間の支給月数(B)
	（B）-（A）

	3.95月
	3.95月
	0.00月


注　民間従業員の支給月数は、昨年8月から本年7月までの実績である3.96月について、国と同様に0.05月ごとの区切りとなるよう小数点以下第2位で二捨三入し、3.95月とした。
(3)実施時期等

・給与改定を実施するための条例の公布日の属する月の翌月の初日から実施

・公民給与を年間で均衡させるため、本県の公民較差に基づく所要の調整措置が必要

２　給与制度の改正等

(1)自宅に係る住居手当の廃止

・国が廃止していることや、他の都道府県において廃止した団体が29団体にのぼっていること、本委員会が廃止することが適当と言及してから2年が経過していること等を勘案すると、平成25年4月1日から廃止することが必要
(2)昇給・昇格制度の改正
･50歳台後半層における公民の給与差については、公務が民間を上回っており、昨年に引き続き公民の給与差の是正を図るため、昇給・昇格制度の改正が必要
・改正に当たっては、人事院の給与報告及び勧告の内容に十分留意するとともに、本県の実情を考慮して実施することが必要
３　公務運営

(1)人材の確保、育成

ア　多彩な人材の確保

　任命権者と連携して、県行政に携わることの魅力や重要性について情報発信するとともに、神奈川チャレンジ早期枠試験の検証を行い改善に向け検討するなど、チャレンジ精神にあふれた多彩な人材の確保に取り組むことが重要
イ　職員の意欲・能力を活かす人事制度

　「新しい人材育成マスタープラン」に掲げる取組については、絶えず検証・評価を行い、必要に応じて見直すなど、着実に推進することが重要

 (2)勤務環境の整備
ア　総実勤務時間の短縮

　職員の時間外勤務について、引き続き実態を適切に把握するとともに、管理監督者に対する意識啓発を徹底して行い、これまでの総実勤務時間の短縮に向けた取組みを着実に進めていくことが必要

イ　子育てを行う職員の支援

職員が安心して子育てができる職場環境づくりに努めることが重要であり、男性職員を含め、職員が制度を利用しやすくする取組みを推進していくことが必要
ウ　健康管理対策の推進
メンタルヘルス対策や生活習慣病を招くメタボリックシンドロームに着目した保健指導などを引き続き推進していくことが必要であり、特にパワー・ハラスメントについては事例集の作成などの取組みを進めていくことが必要
 (3)公務員制度をめぐる諸課題
ア　公務員の労働基本権

　今後、地方公務員制度改革関連法案の提出に向け、検討が進められることから、国の動向に注視するとともに、関係団体と連携しながら、状況に応じた本県としての対応を検討することが必要

イ　高齢期の雇用問題

国は、地方公務員の雇用と年金の接続について、国の基本方針の内容を踏まえ、具体的な制度案について検討を進めていることから、国の動向を注視し、適切に対応できるよう準備することが必要

批判と解説
１：人事院との共同調査の結果、関東甲信越でプラス較差が出ている中でのマイナス勧告自体、信頼性に疑問が生じます。

また、一度「報告」した住居手当の廃止を、2年後に「勧告」するのも前代未聞であり、政治的な意図が感じられます。

２：較差内の手当である住居手当の廃止を勧告しておきながら、その原資の配分先を全く示さないというのは、あまりにも無責任、労働基本権制約の代償機関としての人事委員会の任務の放棄であり、厳しく批判しておきます。

３：昇給・昇格制度の「改正」ですが、この間指摘しているように、公務と民間の人事管理制度の違いを全く無視した、単に国に追従したやり方です。

　　特に、昇格抑制は、高齢そうに止まらず、40代職員の昇格をも抑制する制度設計となっています。

４：雇用と年金の接続について、一応「高齢期の雇用問題」として触れてはいますが、あまりにものんびりした対応です。2014年4月からは、無年金状態が発生します。勧告に関わらず、今期の交渉の中で、充実した制度となるよう、取組みを強めていきます。

５：月例給はマイナス較差ですが、給料表の改定はせず、全体の平均較差245円に見合う額（試算では500円）を、持ち家に係る住居手当（現行6,300円）から減額するとの内容です。

現在、持ち家に係る住居手当の受給者は、県職員全体の約40％にあたります。

６：「年間での均衡」ということで、マイナス分を4月に遡って、マイナス対象者は1月の給与（住居手当）で減額するとの意味です。

　　つまり、＠500円×10（4月～1月）を1月の住居手当（6,300円）から減額するということです。ちなみに、2、3月の住居手当は、5,800円になります。

７：これとは別に、持ち家に係る住居手当早退を、来年の4月から廃止するという勧告です。

８：国の勧告でふれられた、「50歳台後半層における昇給・昇格制度の改正」とは、

　　昇給制度については、給与法を改正し、55歳を超える職員（行政職俸給表（二）、医療職俸給表（一）は57歳を超える職員）は、標準の勤務成績では昇給しないこととし（現行は２号俸昇給）、特に良好の場合には１号俸（現行は３号俸）、極めて良好の場合には２号俸以上（現行は４号俸以上）の昇給に、それぞれ抑制する。

昇格制度については、人事院規則を改正し、最高号俸を含む高位の号俸から昇格した場合の俸給月額の増加額を縮減する。
2012　県労連確定闘争日程
○10月18日（木）　確定要求提出交渉

○10月22日（月）　確定要求回答交渉

○10月24日（水）　第3回幹事団交渉

○10月30日（火）　支部代交渉

県労連報告集会

自治労県職労決起集会

　18時30分～　波止場会館

○11月5日（月）　 第4回幹事団交渉

○11月8日（木）　 県労連総決起集会

　　　　　　　　　　　 18時30分～　関内ホール

○11月9日（金）　 決議文手交

　　　　　　　　　　　第5回幹事団交渉
○11月14日（水）　第6回幹事団交渉
　　　　　　　　　　　第103回拡大評議委員会

じちコン（街コンの自治労バージョン）
開催します!

とき：１１月３日（土）午後5時～
ところ：イタリアンダイニング
　E' Carina
       横浜市中区本町1-3

（県庁新庁舎前のビル地下１階）

対象：35歳以下の組合員（未婚者）

参加費：無料

参加希望者は、組合事務所まで


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































